
年頭に当たって

浅口市青少年育成センター 一同

『202５年今年の漢字』は「熊」となりました。熊による死者は昨年11月

25日までに14人で、統計を開始した2006年度以降で過去最多を記録しま

した。また、環境省によると、昨年4月から11月の人的被害が230人で、

これも過去最多だった23年の219人を更新しました。

主な原因は、山の食料不足、人里での代替食料の存在、そして、人間活動による生息環

境の変化が複雑に絡み合っているためということです。熊に悪気はないので、人間が熊と

共存するためには、人間が対策を講じるしかありません。

本年は良い出来事がたくさんあり、明るい漢字が選ばれる年になるといいですね！

育成 あさくち
令和８年１月２０日 №69
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昨年11月２２日（土）に中央公民館に於いて、青少年育成活動協議会が主催する研修会

で、岡山大学の伊住先生が標記の演題で講演をされました。この研修会には青少年指導員の

方も多数参加され意義ある活動になりました。その内容を簡単にご紹介します。

下の表は少し難しく感じるかも知れませんが、自己を受け入れられた経験を持つ子どもは、

「自分は可愛い、守ってもらえる」という自己肯定感を持ち、「育てる人は優しい」という他者

信頼感を育み、愛されていると感じることで、育てる者の思いに沿うようになるということで

す。つまり、しっかり子どもそのものを受け止めることから学びが成立するということにです。

そして、まとめの最後には『大人の役割は「応援」。子どもが抱える理想と現実のギャップや

自信の喪失に対し、傾聴・対話を通じて不一致感を改善し、自主的な自己実現を応援すること

が育てる者の大切な役割』と結んでいます。

伊住継行先生


